
湘南セーリングクラブ（SSC）使用艇

スナイプ級／ 1艇 シーホース／ 3艇 テーザー／ 2艇 30フィートクルーザー インフレタブル
レスキューボート／ 6隻

湘南セーリングクラブ（SSC）

学生からシニアまでオリンピックの聖地で遊ぶ

セーリングライフの提案

活 動 日 原則土曜日・日曜日・祝日（クラブ公式練習と自主練習）
  ＊練習にはクラブ運営ボート（大型インフレタブルボート）がサポートします。

  レース参加とレース運営参加
  ＊神奈川県セーリング連盟、藤沢市ヨット協会主催のオープンレースに参加

参加条件 １）活動地域、内容から、藤沢市民および江の島近郊の居住の方が好ましい。
  ２）未経験者歓迎します。
  ３）成人（小学校～高校生は、別途ジュニア・ユースクラブがあります）
  ４）PCのメール環境をお持ちの方（活動連絡は全てメールで行います）

活 動 費 年会費　60,０００円+保険料（令和 8年度）燃料費　10,000 円
  ＊クラブ会員とは別に自艇会員制度も用意しています。

問 合 せ 湘南セーリングクラブ会長　田窪宏生　takubo.hiroo@gmail.com
  藤沢市ヨット協会事務局　　三浦由理　miura1007@gmail.com

mail to takubo

mail to miura

湘南セーリングクラブは青少年クラブの後継として学生からシニアまで幅広く、
セーリングライフを楽しむことを目的に活動しています。



NPO法人湘南港マリンセンター（SMC）
（藤沢市ヨット協会（FYA)）

藤沢市青少年セーリングクラブ
（FSSC）

藤沢市青少年育成事業
藤沢に生まれ育つ青少年に対して
・ヨットを楽しみ、好きになり、続ける

・ヨットレースを通じて記録の更新を楽しむ
・さまざまな交流を通して豊かな時間を育む
そうした機会と環境を整えています。

湘南セーリングクラブ
（SSC）

生涯スポーツ支援事業
青少年のクラスを終了した高校生や大学生、
さらに湘南の海の側で暮らす市民を対象に
生涯スポーツとしてセーリングの機会を提供し、

地域活動の活性化を図っています。

マリンフェローズ
（MF）

江の島開催レース・イベント主催事業
2021年、江の島で開催された

オリンピック運営の主要メンバーとして活躍。
その後も全日本、世界選手権の運営、

地域で開催されるイベントなどを支えています。

藤沢市の支援のもと活動を展開しています
（藤沢市青少年課・スポーツ推進課・体育協会）
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江の島ヨットハーバー

アクセス
国道134号線『江の島入り口』交差点を江の島
方面へ。島内に入ったら道なりに進み、左手に波
うつ白い屋根のヨットハウスが見えたら到着。
　　　　　（片瀬江ノ島駅から徒歩で約20分）

SSC 活動拠点

湘南セーリングクラブ概要
　江の島ヨットハーバーは、最初の東京オリンピックの開催を契機に江の島
に建設されましたが、藤沢市民には馴染みが薄く、ヨットはお金がかかると
いった印象が根強くありました。そこで当団体は年間を通じてヨット教室や
海上体験をし、時には小学校を訪問してヨット授業を行うなどひとりでも多
くの方にセーリングの楽しさを知ってほしいと活動しています。
　現在、藤沢市の全面的なご支援を得てディンギー（スナイプ、シーホース、
テーザー）と 30 フィートのクルーザー（船名：かわせみ）によるセーリン
グを実施しています。
　ジュニアを終了した方、大学のクラブでセーリングをやっていたが社会人
になってしばらく海から離れていた方、あるいは関心はもっていたけれどど

うやって始めたらいいのか、どこにアクセスすればいいのかわからない未
経験の方々、すべての人々にセーリングの楽しさを知っていただきたいと
思っています。
　一方で、安全にセーリングができるようになるには、練習と経験が必要
です。湘南セーリングクラブはクラブとして活動することで、段階的に知識
と技術を高めるように運営しています。また自艇会員制度を設け、ヨットは
もっているけれど仲間とセーリングを楽しみたいという方も歓迎しておりま
す。当クラブでは会員が安全にセーリングできるよう練習には必ず支援ボー
トがでますので安心して楽しむことができます。


